
増
上
寺
徳
川
家
霊
廟
の
風
景(

)15

－

幻
の
勅
額
門－

１
有
徳
院
殿
へ
の
勅
額
に
つ
い
て

『
増
上
寺
徳
川
家
霊
廟
の
風
景(

)

』
の
中
で
、
私
は
も
っ
ぱ
ら
『
徳
川
御
実
紀
』

9

の
史
料
を
元
に
「
吉
宗
以
降
将
軍
は
増
上
寺
、
寛
永
寺
の
以
前
の
将
軍
霊
廟
へ
相
殿
と

な
り
ま
す
の
で
、
「
勅
額
門
」
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
も
、
「
勅
額
」
が
下
賜
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
「
勅
額
」
の
下
賜
も
「
勅
額
門
」
の

造
営
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
吉
宗
が
霊
廟
の
新
規
造
営
を
禁

止
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

少
し
話
の
筋
を
追
っ
て
み
ま
す
。
吉
宗
が
新
規
霊
廟
の
造
営
を
禁
止
し
た
こ
と
の
発
端

は
、
享
保
五
年
三
月
二
七
日
に
通
町
、
中
橋
あ
た
り
か
ら
出
火
し
た
火
災
に
よ
り
東
叡
山

車
坂
下
の
僧
院
に
延
焼
し
、
大
猷
院
霊
廟
が
消
失
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

大
猷
院
廟
焼
失
後
、
大
猷
院
の
霊
牌
は
厳
有
院
廟
に
合
祀
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
寛
永
寺
、

増
上
寺
に
出
さ
れ
た
の
が
「
御
霊
屋
ニ
付
被
仰
渡
覚
」（
「
増
上
寺
史
料
集
第
一
巻
」
）
で
、

『
有
徳
院
御
実
紀
』
に
は
そ
の
こ
と
も
含
め
て
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇(

七
月)

三
日
日
門
に
戸
田
山
城
守
忠
眞
御
使
し
て
。
仰
つ
か
は
さ
る
る
は
。

先
代

の
霊
廟
。
御
世
數
も
重
れ
ば
。
次
第
に
御
廟
數
多
く
な
り
ゆ
く
を
。
こ
と
〴
〵
く

建
ら
る
べ
き
に
あ
ら
ざ
れ
ば
。
今
よ
り
後
。
い
さ
ゝ
か
修
理
加
ふ
る
は
各
別
。
構

造
を
ば
と
ど
め
ら
れ
。
御
廟
數
減
ぜ
ら
る
べ
し
。

霊
牌
所
も
い
ふ
ま
で
も
な
く

こ
れ
に
准
ぜ
ら
る
。
さ
れ
ば
此
度

大
猷
院
殿
の
靈
廟
災
に
か
ゝ
り
し
か
ば
。
再

び
營
造
あ
る
ま
じ
き
に
よ
り
。
靈
位
は

嚴
有
院
殿
の
廟
に
移
し
入
ら
る
べ
し
。

叉
供
料
は
さ
き
〴
〵
の
ご
と
く
寄
附
せ
ら
る
べ
け
れ
ば
。
よ
ろ
し
く
勤
行
あ
る
べ

し
。
よ
て
御
み
づ
か
ら
も
百
歳
の
後
は
。

新
廟
の
設
は
さ
ら
に
も
い
は
ず
。
供

料
。
御
法
會
に
い
た
る
ま
で
。
こ
と
に
省
か
る
べ
し
。
こ
の
事
か
ね
て
法
親
王
に

も
聞
し
め
し
置
る
べ
し
と
な
り
。
又
增
上
寺
を
め
し
て
。
同
じ
御
旨
を
仰
下
さ
る
。

こ
の
吉
宗
の
仰
せ
渡
し
が
伏
線
に
あ
り
、
吉
宗
薨
去
後
の
寛
延
四
年
六
月
二
七
日
に

四
六
九

寛
延
四
未
年
六
月

大
御
所
様
御
靈
屋
之
儀
、
享
保
五
年

大
御
所
様
思
召
被

仰
出
候
趣
ニ
付
、
此
度

東
叡
山

御
靈
屋
御
造
立
ニ
不
及
、

常
憲
院
様

御
靈
屋
御
相
殿
ニ
、

御
靈
牌

御
安
置
候
様
被

仰
出
候
、

御
寶
塔
之
儀
は
、

御
代
々
之
御
格
之
通
御
造
立

可
有
之
候
、

右
之
通
、
被

仰
出
候
間
、
無
急
度
、
寄
々
可
被
達
候
、

(

『
御
触
書
宝
暦
集
成
』)

と
い
う
御
触
書
が
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
方
針
に
従
い
、
位
牌
は
常
憲
院
仏
殿
に
合
祀
さ

れ
、
奥
院
宝
塔
と
拝
殿
の
み
が
造
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
京
都
側
の
記
録
を
見
て
み
ま
す
と
、
幕
府
は
朝
廷
に
桜
園
天
皇
の
宸
筆
に
よ

る
勅
額
の
下
賜
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
の
辺
の
事
情
を
武
家
伝
奏
広
橋
兼
胤(1715

～1781
)

の
『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日

記
』
（
大
日
本
近
世
史
料
）
か
ら
追
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

有
徳
院
徳
川
吉
宗
の
薨
去
が
正
式
に
朝
廷
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
三
日
後
の
寛
延
四
年

六
月
廿
三
日
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
京
都
所
司
代
の
松
平
豊
後
守
資
訓
が
老
中
か
ら
の
報

告
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
広
橋
兼
胤
は
ま
ず
摂
政
一
条
道
香
邸
に
報
告
に
行
き
、
つ
い
で
参
内
し
て
議
奏

葉
室
中
納
言
頼
要
に
付
い
て
天
皇
に
奏
上
し
て
い
ま
す
。
朝
廷
で
は
、
幕
府
か
ら
追
っ
て

奏
請
の
有
る
「
贈
官
位
院
号
・
贈
經
之

勅
使
等
之
事
」
に
つ
い
て
「
今
度
之
儀
正
德

六
年
有
章
院
薨
去
之
節
之
通
、
諸
事
可
有
御
沙
汰
」
つ
も
り
な
の
で
、
そ
の
様
に
京
都

所
司
代
に
伝
え
る
よ
う
広
橋
兼
胤
に
命
じ
て
い
ま
す
。
京
都
所
司
代
の
松
平
資
訓
は
二

十
六
日
老
中
か
ら
の
通
達
と
し
て

一
豐
後
守
よ
り
附
出
羽
守
書
付
到
來
、
御
贈
官
位
・
御
院
号
等
諸
事
、
正
徳
六
年
之

通

禁
中
御
取
計
有
之
様
ニ

と
の
事
、
御
贈
經
之

勅
使
・

女
院
使
添
參
」
向
之

事
、
并

封
諸
家
贈
經
之
使
者
先
格
之
通
差
下
候
事
、
老
中
よ
り
申
越
之
由
、
且
關
東

よ
り
先
格
被
仰
越
候
奉
書
ハ
、
近
〃
御
書
院
番
組
之
者
兩
人
持
參
次
第
可
相
達
候
、

(

『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』)

『
惇
信
院
殿
御
実
紀
』
の
六
月
廿
二
日
の
記
録
に
は
こ
の
事
情
の
通
り
、
小
姓
組
遠
藤

内
匠
常
住
、
書
院
番
酒
井
與
左
衛
門
光
昌
が
、
御
諡
、
御
贈
位
の
使
い
と
し
て
京
都
に
派

遣
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
徳
六
年
に
有
章
院
が
薨
去
し
た
際
の
様
に
諸
事
沙
汰
す
る
と
さ
れ
た
先
例
は
、
徳

川
吉
宗
が
既
に
将
軍
職
を
家
重
に
譲
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
将
軍
職
を
家
光
に

譲
っ
た
後
で
薨
去
し
た
台
徳
院
秀
忠
の
先
例
に
倣
う
こ
と
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

○
閏
六
月
廿
九
日

勅
使
轉
法
輪
前
内
大
臣
實
顯
公
。

女
院
使
正
親
町
參
議
中
將
實
連
卿
。
宣
命
使
高
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辻
少
納
言
家
長
東
叡
山
に
參
堂
し
て
。
少
納
言
家
長
宣
命
を
よ
み
あ
げ
。
御
贈
位
御

贈
官
あ
り
て
。

有
德
院
殿
と
贈
り
奉
ら
れ
。

主
上
。

女
院
を
は
じ
め
。
御
か

た
〴
〵
の
御
贈
經
。
御
納
經
を
さ
ゝ
げ
奉
る
。

(

『
惇
信
院
殿
御
実
紀
』)

諡
号
と
し
て
は
「
有
德
」
、「
文
靖
」
が
用
意
さ
れ
「
有
徳
」
が
選
ば
れ
ま
す
。「
有
德
」

の
典
拠
は
広
橋
兼
胤
に
よ
れ
ば
「
毛
詩
曰
、
有
孝
有
徳
以
引
以
翼
豈
弟
君
子
四
方
爲
則
、
」

と
さ
れ
、
前
例
に
は
無
い
こ
と
で
す
が
、
松
平
豊
後
守
の
心
得
の
為
典
拠
を
伝
え
る
こ

と
に
し
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
毛
詩
は
『
詩
経
』
の
こ
と
で
、
調
べ
て
み
る
と
「
大
雅

生
民
之
什

巻
阿
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
田
眞
治
氏
の
『
詩
經
下
』
（
漢
詩
大
系
２
）
か
ら
釈
文
を
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

ひ
ょ
う
あ

よ
く
あ

か
う
あ

と
く
あ

有
憑
有
翼

有
孝
有
德

憑
有
り
翼
有
り

考
有
り
德
有
り

賦
で
あ
る
。
依
り
頼
る
べ
き
才
能
基
量
あ
る
者
が
有
り
、
よ
く
君
を
補
佐
す
る
者
が
有
り
、
親
に
孝
有
る
者
が
有

り
、
善
行
の
徳
あ
る
者
が
有
る

。

も
つ

み
ち
び

も
つ

た
す

以
引
以
翼

以
て
引
き
以
て
翼
く

こ
れ
ら
の
賢
臣
が
、
先
に
立
っ
て
導
き
、
公
の
足
ら
ぬ
所
を
助
け
る
。

が
い
て
い

く
ん
し

し
ほ
う
の
り

な

豈
弟
君
子

四
方
爲
則

豈
弟
の
君
子

四
方
則
と
為
す

か
く
の
如
く
賢
臣
を
得
れ
ば
、
豈
弟
の
君
子
た
る
王
の
徳
は
、
ま
す
ま
す
修
ま
っ
て
、
四
方
の
人
は
、
皆
こ
れ
を

仰
ぎ
尊
ん
で
法
則
と
し
て
従
う
。

有
徳
院
の
法
要
が
無
事
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
を
承
け
て
、
高
家
の
長
澤
壹
岐
守
資
祐
を

御
礼
の
使
い
と
し
て
京
へ
派
遣
し
ま
す
が
、
『
惇
信
院
殿
御
実
紀
』
の
記
述
は
極
め
て
淡

泊
な
も
の
で
す
。

○
七
月
三
十
日

高
家
長
澤
壹
岐
守
資
祐

有
德
院
殿
御
院
號
御
贈
官
位
の
謝
使
命
ぜ

ら
れ
て
暇
た
ま
は
る
。
一
條
太
閤
兼
香
公
所
勞
の
よ
し
聞
え
け
れ
ば
。
駅
を
傳
へ
て

御
尋
問
あ
り
。

○
九
月
八
日

高
家
長
澤
壹
岐
守
資
祐
京
よ
り
歸
り
謁
す

し
か
し
、
こ
の
長
澤
壹
岐
守
資
祐
を
勅
使
、
女
院
使
派
遣
の
御
礼
使
と
し
て
派
遣
す
る

機
会
を
捉
え
て
幕
府
は
有
徳
院
仏
殿
へ
の
「
勅
額
下
賜
」
の
奏
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

八
月
十
六
日
広
橋
兼
胤
は

一
有
德
院
殿
院
号
・
贈
官
位
爲
御
礼
使
、
長
澤
壹
岐
守
被
指
登
候
、

禁
裏
・

女

院
江

御
使
相
勤
之
由
、
豐
後
守
よ
り
以
書
状
申
越
、
壹
岐
守
よ
り
も
上
京
之
届
有
之
、

兼
胤
は
松
平
豊
後
守
資
訓
か
ら
の
御
礼
使
の
派
遣
の
書
状
、
そ
れ
に
長
澤
壹
岐
守
資
祐

の
上
京
の
届
け
を
記
録
し
た
後
に

一
有
德
院
殿
佛
殿

勅
額
之
事
願
思
召
之
由
、
豐
後
守
方
江

之
老
中
奉
書
、
指
越
之
、

(

『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』)

と
記
し
て
、
老
中
か
ら
有
徳
院
仏
殿
へ
勅
額
を
下
賜
さ
れ
た
い
旨
の
老
中
奉
書
が
京
都

所
司
代
に
下
さ
れ
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
武
家
伝
奏
の
広
橋
兼
胤
と
柳
原
光
綱
は
摂
政
一
條
道
香
と
内
談
し
、
当
時
静
養

中
で
も
あ
る
の
で
、
出
仕
ま
で
返
答
を
延
引
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の

旨
は
翌
日
禁
裏
付
の
田
中
出
羽
守
勝
芳
を
通
じ
て
松
平
豊
後
守
資
訓
に
伝
え
ら
れ
了
承
を

得
て
い
ま
す
。

少
し
く
ど
い
書
き
方
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
幕
府
か
ら
老
中
奉
書
を
以
て
有
徳
院

仏
殿
へ
桃
園
天
皇
の
宸
筆
の
下
賜
を
奏
請
し
た
の
に
対
し
て
、
朝
廷
側
が
即
答
で
き
な
か

っ
た
の
に
は
、
当
時
の
天
皇
家
の
お
家
の
事
情
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
辺
り
を
書
い
て
お

き
ま
す
。

桃
園
天
皇(1741

～1762
)

は
寛
保
元
年
二
月
に
誕
生
し
、
延
享
四
年
五
月
に
桜
町
天

皇(1720

～1750
)

の
後
を
承
け
て
七
歳
で
天
皇
と
な
り
ま
す
。
延
享
五
年
は
寛
延
元
年

で
す
か
ら
吉
宗
の
亡
く
な
っ
た
年
に
は
ま
だ
十
歳
で
す
。
勅
額
は
必
ず
し
も
天
皇
に
よ
っ

て
筆
を
染
め
ら
れ
る
必
要
は
無
く
、
時
に
応
じ
て
上
皇
、
法
皇
が
筆
を
執
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
常
憲
院
廟
で
は
東
山
上
皇
、
文
昭
院
廟
、
有
章
院
廟
に
は
霊
元
法
皇
の
宸
筆
に
よ

る
勅
額
が
下
賜
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
水
尾
天
皇
や
霊
元
天
皇
は
幕
府
と
の
駆
け
引
き
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
上
皇
、
法
皇
と

明
正

後
桜
町

後
光
明

元
文
二
年
没

寛
延
三
年
没

後
水
尾

中
御
門

桜
町

桃
園

後
桃
園

後
西

有
栖
川
宮
幸
仁
親
王

享
保
十
七
年
没

宝
永
六
年
没

霊
元

東
山

閑
院
宮
直
仁
親
王

有
栖
川
宮
職
仁
親
王

堯
恭
入
道
親
王
（
妙
法
院
門
跡
）
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し
て
長
く
朝
廷
に
力
を
振
る
い
ま
す
が
、
桃
園
天
皇
の
父
桜
町
天
皇
は
譲
位
し
た
後
早
々

に
薨
去
し
て
し
ま
い
ま
す
。
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
幕
府
が
有
徳
院
仏
殿
に
勅
額
の
下
賜

を
求
め
た
と
き
に
既
に
上
皇
、
法
皇
の
位
に
座
る
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り

勅
額
の
宸
筆
を
染
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
桃
園
天
皇
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
時
点
で
天
皇
は
未
だ
十
歳
で
、
入
木
道
と
い
わ
れ
る
書
道
の
伝
授
を
受
け

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
有
德
院
殿
御
佛
殿

勅
額
之
事
、
被
相
願
候
得
共
、
御
未
傳
受
候
、
追
而
」
御
傳

受
之
上
被
染

宸
翰
可
被
遣
候
由
被

仰
出
之
由
、
東
久
世
三
位
被
申
渡
、
老
中

奉
書
返
給
了
、
攝
政
殿
被
命
、
御
傳
受
ハ
凡
六
七
年
も
過
候
而
之
儀
二
而

可
有
之
候

由
也
、

(

『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』)

結
局
九
月
二
四
日
に
主
上
が
将
来
入
木
道
の
伝
授
を
受
け
た
上
で
宸
筆
を
下
賜
出
来
る

だ
ろ
う
と
い
う
返
答
を
幕
府
宛
て
に
申
し
渡
し
、
老
中
奉
書
を
返
却
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
が
あ
っ
て
か
『
桃
園
天
皇
実
録
』
の
宝
暦
四
月
二
十
九
日
の
項
は
「
入
木
道
御

師
範
妙
法
院
宮
堯
恭
親
王
、
御
手
本
ヲ
上
ル
、
又
親
王
御
清
書
ヲ
拜
見
仰
セ
附
ケ
ラ
ル
、

後
、
數
此
ノ
事
ア
リ
」
と
し
て[

御
湯
殿
上
日
記]

の
記
録
を
上
げ
、
堯
恭
親
王
か
ら
手
本

を
受
け
取
っ
た
後
、
御
清
書
を
五
月
九
日
、
十
四
日
、
六
月
二
日
、
晦
日
に
妙
法
院
へ
届

け
て
い
る
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
惇
信
院
殿
へ
の
勅
額
に
つ
い
て

有
徳
院
霊
廟
へ
の
勅
額
下
賜
の
奏
請
は
、
桃
園
天
皇
が
入
木
道
未
伝
授
の
た
め
に
取
り

下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
十
年
後
の
宝
暦
十
一
年
に
将
軍
徳
川
家
重
が
逝
去
し
た
後

に
再
燃
し
ま
す
。

幕
府
へ
の
贈
官
・
贈
位
の
手
続
き
が
終
わ
り
、『
尚
書
』
の
「
惟
食
喪
祭
、
惇
信
明
義
、

崇
徳
報
功
、
垂
拱
而
天
下
治
、
」
か
ら
惇
信
院
と
諡
さ
れ
ま
す
。

池
田
未
利
氏
の
『
尚
書
』
（
全
釈
漢
文
大
系

）
か
ら
こ
の
部
分
の
釈
文
を
掲
げ
て
お

11

き
ま
す
。

し
ょ
く

さ
う

さ
い

お
も

し
ん

あ
つ

ぎ

つ
と

と
く

た
っ
と

こ
う

む
く

す
ゐ
き
よ
う

食
・
喪
・
祭
と
を
重
ん
じ
信
を
惇
く
し
義
を
明
め
、
德
を
崇
び
功
に
報
ゆ
。
垂
拱
し

て
ん
か

を
さ

て
天
下
治
ま
る
。

そ
の
食
料(

＝
生
活)

・
喪
葬
・
祭
祀
と
を
重
ん
じ
、
（
民
を
し
て
）
威
信
を
あ
つ
く

し
て
正
義
を
勉
め
、
善
を
積
ん
で
（
官
に
つ
け
）
功
に
報
い
（
て
賞
を
与
え
）
た
。（
そ

の
結
果
、
衣
装
を
）
垂
れ
て
（
手
を
）
こ
ま
ね
い
て
（
い
る
だ
け
で
無
為
に
し
て
）
天

下
は
治
ま
っ
た
。

霊
位
は
当
初
は
文
昭
院
殿
に
合
祀
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

は
有
章
院
殿
に
合
祀
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
幕
府
か
ら
惇
信
院
仏
殿
へ
の
勅
額
の
下
賜
、
併
せ
て
保
留
と
な
っ
て
い
た
有
徳

院
仏
殿
へ
の
勅
額
下
賜
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

宝
暦
十
一
年
九
月
十
九
日

（
徳
川
吉
宗
）

惇
信
院
佛
殿

勅
額
、
如
先
格
可
被
願
候
、
夫
ニ

付
、
有
德
院
佛
殿

勅
額
、
先
達
而

被
相
願
之
処
、
未
御
傳
受
依
不
被
爲
濟
、
不
被
進
候
、
最
早
御
傳
受
も
相
濟
、
被
願

候
ハ
ゝ
可
被
染

宸
翰
哉
、
さ
候
ハ
ゝ
、
有
德
院
佛
殿

勅
額
も
一
所
ニ

被
願
御
差
支

有
之
間
敷
哉
、
聞
合
申
越
候
様
年
寄
共
よ
り
申
越
ニ

付
示
之
由
、
演
達
、
且
心
覺
之
書

付
渡
之
、
在
二
條
往
來
、

兩
人
書
付
落
手
、
未
御
傳
受
不
被
濟
候
、
尚
以
書
付
可
及
返
答
示
了
、

(

『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』)

幕
府
で
は
桃
園
天
皇
の
入
木
道
伝
授
は
既
に
済
ん
で
い
る
と
の
認
識
で
し
た
が
、
こ

の
時
に
は
未
だ
伝
授
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
朝
廷
で
は
、
入
木
道
の
伝
授
が
済
め
ば
、
惇
信
院
・
有
徳
院
両
仏
殿
へ

の
勅
額
の
下
賜
申
請
が
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
答
え
て
い
ま
す
。

後
は
桃
園
天
皇
へ
の
入
木
道
伝
授
が
何
時
行
わ
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

所
司
代
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
有
っ
て
か
、
十
一
月
五
日
に
は
、
兼
胤
は
関
白
近
衛
内

前
へ
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
が

（
近
衛
内
前
）

（
堯
恭
入
道
親
王
）

一
、
主
上
御
筆
額
御
傅
受
之
比
之
儀
尋
之
趣
、
殿
下
江

申
入
之
処
此
儀
妙
法
院
宮
江

内

〻
被
談
可
被
仰
聞
候
、
併
御
神
事
過
な
ら
て
ハ
相
知
れ
間
敷
之
段
、
被
命
、

(

『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』)

と
し
て
確
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
十
二
月
朔
日
の
所
司
代
阿
部
伊
豫
守
正
右
へ
の

書
簡
の
中
で

（
近
衛
内
前
）

（
堯
恭
入
道
親
王
）

關
白
殿
江

内
〻
及
相
談
、
御
師
範
之
儀
ニ

候
間
、
妙
法
院
宮
江

相
尋
候
処
、
來
年
二
月

御
傳
受
之
儀
可
被
申
上
内
〻
被
存
候
由
ニ

候
、
此
趣
を
以
宜
御
申
達
有
之
候
様
ニ

と
存

候
事
、

(

『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』)

と
初
め
て
具
体
的
な
日
付
を
挙
げ
て
返
答
し
て
い
ま
す
。
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そ
し
て
年
が
明
け
て
宝
暦
十
二
年
二
月
四
日
に
、
妙
法
院
門
跡
堯
恭
法
親
王
に
よ
っ
て

桃
園
天
皇
に
入
木
道
伝
授
が
行
わ
れ
ま
す
。

宝
暦
十
二
年
二
月
四
日

（
堯
恭
入
道
親
王
）

一
、
入
木
道
御
傳
受
有
之
、
巳
剋
、
妙
法
院
宮
被
申
上
、
今
朝
兩
人
組
合
献
御
肴
了

、
賀
申
、

於
便
所
賜
祝
酒

（
若
松
盛
貞
女
）

（
頼
要
）

一
、
以
周
防
賜
御
肴
、
葉
室
大
納
言
被
傳
之
、
入
夜
兩
人
・
議
奏
各
賜
之
、

參

内
、
申
御
礼

了
、

（
二
條
舎
子
、
青
綺
門
院
）

（
一
條
富
子
）

（
職
仁
親
王
）

一
、
御
傳
授
之
御
悦

女
院
・

親
王

・
准
后
申
上
、
無
献
上
物
、

妙
門
・
有
栖
川
宮

江

參
入
、
賀
詞
申
入
了

（
英
仁
親
王
）

五
日
、

一
、
入
木
道
御
傳
受
被
爲
濟
ニ

付
、
有
德
院
・
惇
信
院
佛
殿

勅
額
被
染

宸
翰
候
様

（
伺
）

被
相
願
御
差
支
無
之
哉
、
内
〻
同
役
被
召

御
前
之
序
被
窺
之
処
、
被
相
願
候
ハ

（
阿
部
正
右
）

ゝ
被
染

宸
翰
可
被
下
候
由
仰
ニ

付
、
明
日
右
之
趣
伊
豫
守
江

以
書
付
可
申
遣
之
段
、

兼
胤

詣
關
白
殿
申
入
了
、
翌
六
日
伊
豫
守
へ
申
達
、
書
付
在
二
條
往
來
、

(
『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』)

桃
園
天
皇
の
入
木
道
伝
授
の
流
れ
は
、
後
で
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
ま
す
が
、
こ
れ

で
や
っ
と
、
有
徳
院
、
惇
信
院
仏
殿
へ
の
勅
額
下
賜
の
舞
台
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
幕
府
は
有
徳
院
、
惇
信
院
仏
殿
へ
の
勅
額
下
賜
を
願
い
出
、
そ
の
願
い
が
聞
き

届
け
ら
れ
た
こ
と
を
謝
す
る
老
中
奉
書
を
送
っ
て
い
ま
す
。

三
月
廿
一
日

一
、
議
奏
衆
御
用
被
申
送
、

有
德
院
・
惇
信
院
兩
仏
殿

勅
額
之
願
申
來
、
被
染

宸
翰
可
被
下
被

仰
出
之
事
、

閏
四
月
十
五
日

(

マ
ヽ)

一
、
有
德
院
・
惇
信
院
仏
殿

勅
額
可
被
染

宸
翰
被

仰
出
被
忝
存
之
由
老
中
奉
書
二

（
阿
部
正
右
）

通
、
伊
豫
守
充
、
附
同
卿
言
上
了
、

(

『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』)

し
か
し
歴
史
は
時
に
不
可
解
な
動
き
を
し
ま
す
。
す
べ
て
の
舞
台
が
設
え
ら
れ
た
後
で
、

勅
額
の
染
筆
を
行
う
こ
と
無
く
、
桃
園
天
皇
は
七
月
十
二
日
に
突
然
逝
去
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

３
入
木
道
に
つ
い
て

「
入
木
と
は
、
手
か
く
事
を
申
す
。
こ
の
道
こ
そ
は
、
な
に
事
よ
り
も
つ
た
ふ
べ
け
れ
。
」

と
は
、
藤
原
伊
行
が(1139

～1175
)

息
女
の
た
め
に
入
木
道
の
秘
伝
を
書
き
記
し
た
『
夜

鶴
庭
訓
抄
』
の
言
葉
で
す
。
書
流
に
つ
い
て
書
か
れ
た
物
は
、
小
松
茂
美
氏
の
大
著
『
日

本
書
流
全
史
』
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
著
作
が
あ
り
ま
す
が
、
入
木
道
に
つ
い
て
纏
ま

っ
た
著
作
は
新
井
栄
蔵
氏
の
『
「
書
」
の
秘
伝

入
木
道
の
古
典
を
読
む
』
以
外
に
は
無

－

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
新
井
栄
蔵
氏
は
曼
珠
院
の
入
木
道
伝
授
資
料
の
発
掘
を
行
い
、

そ
の
後
解
析
と
紹
介
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
氏
を
し
て
本
書
の
最
初
の
章
に

付
け
ら
れ
た
言
葉
は
入
木
道

か
く
も
不
可
解
な
る
も
の

で
し
た
。

－
－

そ
の
後
図
録
『
宮
廷
の
雅

有
栖
川
宮
家
か
ら
高
松
宮
家
へ

』
の
中
で
田
中
満
氏
が

－
－

『
有
栖
川
流
書
道

「
宸
翰
之
美
流
」
と
称
さ
れ
た
書
流
』
、
中
村
健
太
郎
氏
『
入
木
道

－

の
御
所
伝
授

有
栖
川
流
書
道
の
秘
伝
と
内
容
』
と
い
う
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

－

あ
く
ま
で
も
有
栖
川
書
流
を
中
心
に
書
か
れ
た
物
で
す
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
本
稿
の
流
れ

に
即
し
て
、
御
所
内
で
の
入
木
道
伝
授
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

幕
府
は
天
皇
に
学
問
と
和
歌
の
修
学
を
求
め
ま
し
た
。
同
時
に
朝
廷
儀
礼
の
復
古
を
求

め
る
後
水
尾
天
皇
、
霊
元
天
皇
は
古
記
録
、
古
典
籍
の
収
集
に
努
め
や
が
て
東
山
御
文
庫

の
収
蔵
品
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

書
風
の
伝
授
に
関
し
て
も
、
能
書
家
と
い
わ
れ
た
後
水
尾
天
皇
、
霊
元
天
皇
に
よ
り
書

流
の
秘
伝
が
整
理
さ
れ
皇
室
内
に
伝
授
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

新
井
栄
蔵
氏
は
前
掲
書
の
中
で
「
元
来
、
書
く
営
み
の
知
恵
を
集
約
し
た
入
木
道
と
、

詠
む
営
み
の
知
恵
を
集
約
し
た
歌
道
と
は
、
近
世
ま
で
約
一
千
年
に
わ
た
っ
て
、
日
本
人

の
文
化
的
教
養
の
中
核
を
な
す
両
軸
だ
っ
た
の
で
す
」
と
し
て
書
流
の
系
譜
と
、
入
木
道

伝
授
の
系
譜
の
重
な
り
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

桃
園
天
皇
は
妙
法
院
門
跡
で
あ
る
堯
恭
法
親
王
に
よ
り
入
木
道
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、
同
時
に
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
に
よ
っ
て
古
今
伝
授
の
習
練
も
受
け
て
い
ま

す
。
こ
の
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
と
堯
恭
法
親
王
は
霊
元
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
、
こ
の
有
栖

川
宮
職
仁
親
王
に
よ
っ
て
有
栖
川
流
と
い
う
流
派
が
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

桜
町
天
皇
の
入
木
道
伝
授
ま
で
の
流
れ
を
少
し
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

『
桜
町
天
皇
実
紀
』
の
宝
暦
七
年
十
一
月
十
九
日
の
「
能
書
方
御
傳
授
ア
リ
、
妙
法

院
宮
一
品
堯
恭
親
王
、
之
ヲ
授
ケ
奉
ル
」
の
項
に
堯
恭
親
王
の
経
歴
に
関
す
る
記
述
が

あ
り
ま
す
。
『
妙
法
院
門
跡
傳
』
の
記
事
と
し
て

三
摩
地
院
宮
一
品

入
道
堯
恭
親
王

寶
暦
三
年
十
一
月
一
日
、
卅
七
歳
、
従
有
栖
川
宮
一
品
職
仁
親
王
入
木
道
傳
授

tom-i
テキスト ボックス
-4-




こ
れ
に
よ
れ
ば
堯
恭
親
王
は
、
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
か
ら
寶
暦
三
年
十
一
月
一
日
に

入
木
道
の
伝
授
を
承
け
て
い
ま
す
。
次
い
で
先
に
書
い
た
様
に
、
宝
暦
四
月
二
十
九
日

に
は
桃
園
天
皇
へ
入
木
道
師
範
と
し
て
お
手
本
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

宝
暦
五
年
十
月
十
三
日
の
『
御
湯
殿
上
日
記
』
（
東
山
御
文
庫
所
蔵
）
に
は
、

妙
法
院
宮
御
参
り
御
小
ざ
し
き
に
て
御
た
い
め
ん
成
、
御
手
な
ら
ひ
御
け
い
こ
あ
そ

ば
さ
る
ゝ

(

『
桃
園
天
皇
実
紀
』)

と
あ
り
、
本
格
的
な
習
練
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
し
て
宝
暦
七
年
十
一
月
十
九
日
に
堯
恭
親
王
か
ら
「
能
書
方
」
伝
授
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』
に
は

（
桃
園
天
皇
）

（
入
道
堯
恭
親
王
）

一
、
主
上
今
日
能
書
方
御
伝
授
、
妙
法
院
宮
被
申
上
了
、

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
能
書
方
伝
授
に
関
し
て
は
後
で
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

宝
暦
十
年
二
月
十
九
日
の
『
桃
園
天
皇
実
紀
』
に
は
「
古
今
和
歌
集
ノ
御
傳
授
ア
リ
、

有
栖
川
宮
職
仁
親
王
、
之
ヲ
授
ケ
奉
ル
」
と
あ
り
、
入
木
道
伝
授
を
受
け
る
前
に
有
栖

川
宮
職
仁
親
王
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
後
宝
暦
十
二
年
二
月
四
日
に
堯
恭
法
親
王
か
ら
入
木
道
伝
授
を
受
け
た
こ
と
は
前

に
書
い
た
通
り
で
す
。

時
代
で
変
遷
は
有
る
の
で
す
が
、
入
木
道
は
能
書
方
と
七
ケ
條
灌
頂
の
二
伝
を
も
っ

て
皆
伝
と
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
省
き
ま
す
が
中
村
健
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
「
全
部
で
七
箇
条
か
ら
な
り
、

こ
の
伝
授
が
入
木
道
伝
受
の
最
高
位
の
も
の
で
あ
る
。
」
と
し
、
以
下
の
七
つ
の
項
目
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
（
前
掲
書
）

・
悠
記
主
基
御
屏
風
書
様
事

・
賢
聖
障
手
銘

・
年
中
行
事
障
子
ノ
書
様
事

・
勅
額
之
事

・
太
上
天
皇
尊
号
辞
表
ノ
書
様
之
事

・
錦
御
旗
之
事

・
武
家
之
御
旗
之
事

こ
の
中
の
「
勅
額
之
事
」
が
今
回
の
桜
町
天
皇
の
入
木
道
未
伝
授
の
故
の
、
勅
額
下

賜
を
妨
げ
る
大
き
な
部
分
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

４
勅
額
の
こ
と

今
度
は
新
井
栄
蔵
氏
の
『
「
書
」
の
秘
伝

入
木
道
の
古
典
を
読
む
』
か
ら
「
勅
額
」

－

に
関
す
る
部
分
を
見
て
み
ま
す
。

「
曼
殊
院
蔵
入
木
道
資
料
」
の
う
ち
の
覚
恕
筆
本
写
「
入
木
道
灌
頂
七
ケ
大
事
」
に

よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。

一

勅
額
之
事

右
ツ
ク
リ
字
也
。
タ
ト
ヘ
バ
如
此

。
此
内
へ
以
勅
筆
、
墨
ヲ
入
ラ
ル
ヽ
者
也
。

サ
テ
、
返
給
テ
、
皆
、
ス
ミ
ヲ
入
ル
時
、
勅
筆
ニ
テ
入
ラ
レ
タ
ル
墨
ニ
、
コ
ナ

タ
ノ
筆
ヲ
イ
サ
ヽ
カ
モ
カ
ケ
ヌ
様
ニ
、
ス
ミ
ヲ
入
ル
也
。
額
ノ
裏
書
ヲ
セ
ヌ
ナ

リ
。
私
ノ
分
ニ
書
タ
ル
額
ニ
ハ
、
ウ
ラ
ニ
名
字
以
下
ヲ
書
ク
也
。
勅
額
ニ
ハ
、

年
号
月
日
等
斗
也

「
勅
額
」
と
は
、
必
ず
し
も
、
勅
筆
で
書
い
た
額
で
は
な
く
て
、
宮
中
の
担
当
者
が

作
り
字

文
字
の
輪
郭
だ
け
害
い
て
字
形
を
指
示
し
た
も
の

を
書
き
、
天
皇
は
そ

－
－

の
作
り
字
の
輪
郭
の
中
に
墨

お
そ
ら
く
は
墨
点

を
入
れ
て
下
げ
渡
し
ま
す
。
そ

－
－

し
て
担
当
者
が
全
体
に
墨
を
入
れ
て
、
塗
り
潰
し
て
仕
上
げ
た
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
天
皇
は
能
書
人
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
作
ら
れ
た
文
字
の
輪
郭
線
の
内
側
に

一
点
、
墨
を
入
れ
ま
す
。
こ
れ
に
能
書
人
が
天
皇
の
入
れ
た
墨
に
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
塗

り
つ
ぶ
し
完
成
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
が
「
勅
額
」
の
実
像
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
で
は
今
ひ
と
つ
勅
額
の
全
体
像
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
色
々
調
べ
て
見
ま

し
た
が
、
「
勅
額
」
に
関
し
て
纏
ま
っ
た
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
昭
和
十
四
年
に

宮
内
省
の
職
員
で
あ
っ
た
佐
野
恵
作
氏
が
著
し
た
『
皇
室
と
寺
院
』
だ
け
で
す
。

佐
野
氏
は
「
御
宸
筆
と
御
代
」
の
項
で

勅
額
は
必
ず
し
も
御
宸
筆
と
は
限
つ
て
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
。
勿
論
御
歴
代
中
、

能
筆
の
譽
高
く
在
し
た
嵯
蛾
天
皇
、
花
園
天
皇
、
後
陽
成
天
皇
は
共
に
其
の
最
技
、

も
勝
れ
さ
せ
給
う
た
の
で
そ
の
勅
額
は
必
ず
や
御
震
筆
で
あ
ら
う
と
御
想
像
申
上
る

こ
と
が
出
來
る
。

然
し
御
宸
筆
の
こ
と
な
く
し
て
、
先
つ
能
筆
の
臣
下
に
内
命
を
下
し
て
之
を
書
か

し
め
、
偖
て
之
を
叡
覧
遊
ば
さ
れ
て
後
、
御
下
賜
に
な
る
例
が
多
い
や
う
で
あ
る
。

（
中
略
）
と
こ
ろ
が
又
右
の
御
代
筆
の
う
ち
額
字
の
一
所
に
御
自
ら
御
墨
を
點
ぜ
ら

れ
た
の
も
あ
る
。
こ
れ
を
勅
額
の
「
御
墨
入
れ
」
と
申
し
て
澤
山
の
實
例
が
あ
る
。
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こ
れ
は
東
園
基
長
卿
記
の
寛
永
七
年
八
月
九
日
の
條
に
も
見
え
て
ゐ
る
し
、
甘
露
寺

親
長
卿
記
の
文
明
八
年
二
月
廿
六
日
の
條
に
も
見
え
て
ゐ
る
。

之
を
要
す
る
に
勅
額
は
、

（
一)

御
宸
筆
に
な
る
も
の

(

二)

御
代
筆
に
な
る
も
の

(

三)

御
代
筆
の
う
ち
御
親
ら
御
墨
入
れ
遊
ば
さ
れ
し
も
の

の
三
様
が
あ
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
『
親
長
卿
記
』
の
例
は
、
文
明
八
年
二
月(

一
四
七
六
年
）

に
後
土
御
門
天
皇
が
多
武
峰
へ
勅
額
を
下
賜
し
た
事
例
で
、
前
宰
相
の
世
尊
寺
行
康
が

下
書
き
を
作
り
、
天
皇
が
「
如
例
被
付
御
墨
」
て
、
「
號
勅
額
」
し
た
と
い
う
物
で(

三)

に
当
た
り
ま
す
。

し
か
し
全
て
が
代
筆
で
良
け
れ
ば
桃
園
天
皇
が
入
木
道
未
伝
授
と
い
う
理
由
で
、
幕
府

に
勅
額
下
賜
の
延
期
を
求
め
た
理
由
が
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
佐
野
恵
作
氏
が
「
勅

額
書
法
の
御
傳
授
の
あ
と
も
伺
へ
る
し
、
下
賜
の
事
情
も
察
知
出

來
る
」
と
さ
れ
る
元
禄
十
一
年
の
寛
永
寺
根
本
中
堂
「
瑠
璃
殿
」
へ
の
勅
額
下
賜
の
事

例
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

右
大
臣
の
近
衛
基
煕(1648

～

1722)

の
記
録
『
基
煕
公
記
』
に
よ
れ
ば
武
家
傳
奏
の

柳
原
資
廉
と
正
親
町
公
通
か
ら
、
幕
府
が
寛
永
寺
根
本
中
堂
へ
の
勅
額
下
賜
の
申
し
入

れ
を
し
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
た
の
は
六
月
二
十
八
日
の
事
で
す
。
期
限
は
八
月
末
。
基

煕
は
早
速
額
の
大
き
さ
等
を
関
東
へ
問
い
合
わ
せ
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

七
月
二
日
傳
奏
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
京
都
所
司
代
松
平
紀
伊
守
信
庸
の
覚
の
内
容
に
面

白
い
記
述
が
あ
り
ま
す
。

○
勅
額
は
下
地
共
に
京
都
で
仕
上
げ
て
進
上
さ
れ
る
の
か

○
中
堂
の
供
養
は
勅
會
な
の
で
参
向
す
る
公
家
衆
が
持
参
す
る
の
か

○
又
は
勅
額
だ
け
先
だ
っ
て
進
上
さ
れ
る
の
か

○
も
し
文
字
だ
け
が
送
ら
れ
て
く
る
と
し
て
、
関
東
で
額
に
写
し
取
る
の
か

と
進
上
の
方
法
に
つ
い
て
朝
廷
の
方
針
を
尋
ね
て
い
ま
す
。
額
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、

「
横
額
ニ
被
遊
、
竪
六
尺
五
寸
程
、
横
壹
丈
三
尺
程
」
と
別
紙
に
記
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
東
山
天
皇(1675

～1710
)

も
、
こ
の
時
に
は
入
木
道
未
伝
授
で
し
た
の

で
、
霊
元
上
皇(1654

～1732
)

が
参
内
し
て
、
七
月
十
六
日
に
俄
に
伝
授
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
佐
野
恵
作
氏
は

勅
額
の
書
法
は
前
に
も
述
べ
た
通
り
む
づ
か
し
い
傳
授
が
あ
る
の
で
、
此
の
年
の
七

月
十
六
日
と
い
ふ
に
霊
元
上
皇
に
は
俄
に
内
裏
に
行
幸
遊
ば
さ
れ
て
、
東
山
天
皇
に

御
額
字
の
御
傳
授
を
遊
ば
さ
れ
た
。

十
六
日
戌
子
近
日
残
暑
如
蒸

傳
聞
今
日
仙
洞
御
幸
内
裏
、
額
御
傳
授
之
事
有
之
事
云
々
、
是
武
州
東
叡
山
就
御
堂
造
立
勅
額
之
事
關
東
被
中

請
、
依
之
自
仙
洞
御
額
銘
令
傳
給
、
其
文
字
瑠
璃
殿
云
々-

壬
生
季
連
日
記
ー

御
揮
毫
が
出
來
上
つ
て
之
を
假
屋
に
奉
安
し
て
多
く
の
人
々
に
之
を
拜
覧
せ
し
め

た
。
基
熈
公
日
記
八
月
二
日
の
條
に
「
今
日
諸
人
群
參
、
拜
見
御
額
之
文
字
」
と
あ

る
。

(

『
皇
室
と
寺
院
』)

と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
入
木
道
伝
授
に
関
し
て
は
『
壬
生
季
連
日
記
』
は
「
額

伝
授
」
、『
院
番
衆
日
記
』
、『
基
量
卿
記
』
は
「
能
書
方
伝
授
」
、『
基
煕
公
記
』
で
は
、「
七

箇
御
潅
頂
」
と
し
て
い
ま
す
。

東
園
大
納
言
基
量(1653

～1710
)

は
『
基
量
卿
記
』
に
入
木
道
伝
授
前
の
七
月
七
日

に
次
の
様
な
興
味
深
い
記
事
を
残
し
て
い
ま
す
。

元
禄
十
一
年
七
月
七
日
庚
子
、
雨
下
、
終
日
有
風
、
巳
刻
參
内
拜
天
顔
、
次
一
條
殿
、

次
女
御
准
后
等
参
賀
、
次
参
院
、
以
表
使
申
入
處
、
有
御
用
□
候
晩
來
改
狩
衣
給
夕

餐
可
申
由
仰
之
旨
也
、
則
改
狩
衣
申
刻
参
常
御
所
、
今
度
於
江
戸
東
叡
山
造
立
中
堂
、

中
堂
之
額
瑠
璃
殿
云
々

勅
額
之
事
自
江
戸
被
所
望
申
上
處
、
主
上
未
御
傅
授
無
之
、
其
上

未
御
不
堪
之
間
仙
洞
へ
被
仰
入
被
遊
被
進
、
表
向
ハ
主
上
仙
洞
御
兩
筆
分
ニ

可
仰
出
云

々
、
此
子
細
内
々
紀
伊
守
へ
申
聞
處
、
一
入
大
樹
可
爲
御
大
慶
由
申
上
云
々
、
今
日

此
事
有
御
沙
汰
、
御
下
書
被
遊
、
大
サ

横
一
丈
餘
高
サ

六
尺
云
々
、
依
之
文
字
三
尺
四

寸
程
ニ

被
遊
か
や
う
の
文
字
無
之
間
、
一
尺
斗
文
字
被
其
切
抜
以
火
光
移
、
共
影
ニ
テ

大
サ

被
寫
留
事
也
、
是
尤
至
極
之
御
秘
事
也
、
當
時
諸
家
能
書
方
傳
授
之
者
も
無
之
間

連
々
可
有
御
傳
授
由
仰
也
、
冥
加
至
也
、
切
抜
義
令
細
工
彼
是
及
子
刻
退
出
了
、

他
に
も
こ
の
額
は
、
東
山
天
皇
と
霊
元
上
皇
が
お
二
人
で
書
か
れ
た
物
で
は
無
く
、
霊

元
上
皇
の
代
筆
と
す
る
記
述
が
見
え
、
上
皇
が
下
書
き
ま
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
東
山
天
皇
へ
の
入
木
道
伝
授
は
「
兩
筆
」
と
す
る
た
め
の
俄
な
工
作
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

佐
野
恵
作
氏
は
額
に
関
す
る
伝
授
が
い
か
に
大
切
で
有
る
か
の
例
と
し
て
、
能
書
家
と

し
て
知
ら
れ
た
中
御
門
宣
胤(1442

～1525
)

の
『
宣
胤
卿
記
』
の
記
述

「

凡
額
事
ハ

入
木
道
七
ヶ
の
大
事
の
内
に
て
、
相
傳
し
候
ハ
て
書
候
へ
ば
、
天
罰
を
蒙
り
候(

永
正
十

四
年
七
月
五
日
の
条)

」
を
揚
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
言
っ
た
言
い
伝
え
も
重
く
受
け
止

め
ら
れ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

因
み
に
東
山
天
皇
へ
の
伝
授
後
の
七
月
二
十
一
日
に
「
自
レ

院
授
二

賜
入
木
於
式
部
卿
幸
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仁
親
王
一

」
と
い
う
記
事
が
『
続
史
愚
抄
』
に
見
え
ま
す
。
幸
仁
親
王
は
後
西
天
皇
の
第

二
皇
子
で
、
後
に
有
栖
川
宮
を
継
承
さ
れ
ま
す
。
継
嗣
の
正
仁
親
王
が
早
世
し
た
後
、
霊

元
上
皇
の
子
で
有
る
職
仁
親
王
が
後
を
継
ぎ
有
栖
川
流
書
道
を
創
始
し
た
こ
と
は
先
に
紹

介
し
た
と
お
り
で
す
。

『
基
量
卿
記
』
の
記
事
に
戻
れ
ば
、
三
尺
四
寸(

約
一
ｍ)

四
方
の
文
字
を
そ
の
ま
ま

書
く
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
一
尺
ほ
ど
の
文
字
を
書
い
て
そ
れ
を
切
り
取
り
、
そ
の
文

字
に
灯
火
の
光
を
当
て
て
拡
大
し
、
額
に
写
し
取
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
実
際
の

額
に
写
し
取
る
作
業
で
あ
っ
た
の
か
、
東
園
基
量
へ
の
習
練
が
目
的
の
作
業
で
あ
っ
た
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
額
へ
写
し
取
る
作
業
が
ど
う
い
う
物
で
あ
っ
た
か
を
伺
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。

私
な
り
に
理
解
で
き
た
勅
額
の
制
作
過
程
を
整
理
し
て
み
れ
ば

①
能
書
人
に
よ
る
作
り
字
を
す
る

②
作
り
字
に
墨
入
れ
を
す
る

③
能
書
人
に
よ
り
文
字
を
完
成
さ
せ
る

④
文
字
を
切
り
取
っ
て
額
に
写
し
取
る

⑤
完
成
し
た
額
に
裏
書
き
を
す
る

天
皇
が
墨
入
れ
を
す
る
だ
け
な
の
か
、
或
い
は
作
り
字
の
前
に
染
筆
を
す
る
こ
と
が
有

る
の
か
、
額
に
写
し
取
っ
た
後
に
文
字
に
手
を
加
え
ら
れ
る
事
が
有
っ
た
の
か
、
残
念
な

が
ら
判
然
と
し
ま
せ
ん
。

佐
野
氏
の
言
葉
で
、
完
成
し
た
勅
額
が
関
東
へ
運
ば
れ
て
い
く
姿
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

同
月
十
九
日
一
旦
勅
額
を
院
の
御
所
か
ら
禁
裏
に
奉
進
し
て
、
關
東
に
進
発
と
な

つ
た
。
其
の
時
の
大
が
か
り
な
こ
と
は
同
日
記
に
見
え
て
ゐ
る
が
二
條
城
々
番
組
頭

一
人
、
平
番
一
人
相
添
ひ
人
夫
二
百
人
が
之
に
當
つ
た
と
あ
る
。
而
も
勅
額
の
重
さ

實
に
五
百
貫
で
竪
八
間
横
三
丈
五
尺(

現
在
同
寺
に
あ
る
も
の
は
竪
五
尺
横
十
尺)

と

い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
譯
で
京
都
を
八
月
十
九
日
に
出
發
し
、
そ
の
翌
二
十
日
に
は
近
江
の
勢
田

小
橋
の
畔
で
人
夫
九
人
押
し
倒
さ
れ
て
湖
中
に
顚
落
、
死
者
七
人
を
出
し
た
と
あ
る

か
ら
其
の
運
搬
の
な
み
〳
〵
な
ら
ぬ
こ
と
が
十
分
に
想
像
出
來
る
。

此
の
勅
額
は
十
七
日
目
で
九
月
六
日
に
江
戸
の
寛
永
寺
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。

此
の
前
日
、
卽
ち
九
月
五
日
に
勅
額
が
品
川
へ
さ
し
か
ゝ
る
や
、
こ
れ
を
拜
觀
せ
ん

も
の
と
近
在
の
老
若
男
女
が
爭
う
て
道
に
ふ
さ
が
つ
て
、
其
の
混
雜
は
名
狀
す
べ
か

ざ
る
も
の
が
あ
つ
た
。

(

『
皇
室
と
寺
院
』)

こ
の
大
が
か
り
な
勅
額
が
江
戸
に
到
着
し
た
九
月
六
日
の
昼
前
に
、
京
橋
南
鍋
町
か

ら
出
火
し
た
火
事
に
よ
り
、
大
名
屋
敷
や
町
人
地
を
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
火

の
手
は
寛
永
寺
に
も
及
び
厳
有
院
廟
や
諸
堂
も
消
失
し
ま
し
た
が
、
落
慶
法
要
の
行
わ

れ
た
ば
か
り
の
根
本
中
堂
は
な
ん
と
か
火
の
手
を
免
れ
ま
し
た
。
世
に
「
勅
額
火
事
」

と
い
わ
れ
る
所
以
で
す
。

佐
野
恵
作
氏
は
、
執
筆
当
時
旧
宮
内
省
の
職
員
で
有
っ
た
為
か
、
東
山
御
文
庫
に
残

さ
れ
て
い
た
勅
額
や
そ
の
下
書
き
に
つ
い
て
も
列
記
さ
れ
て
お
り
、
「
こ
れ
に
よ
っ
て
社

寺
に
下
賜
さ
れ
た
事
情
も
わ
か
り
、
勅
額
を
調
べ
る
も
の
に
と
つ
て
は
誠
に
貴
重
な
文

献
で
あ
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

佐
野
氏
の
調
査
は
昭
和
十
四
年
の
時
点
の
記
録
な
の
で
、
戦
災
を
経
て
ど
の
よ
う
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
も
の
で
す
。

「
勅
額
」
に
関
し
て
は
、
『
基
煕
公
記
』
に
は
、
日
光
東
照
宮
の
勅
額
下
賜
の
際
に
、

額
を
彫
る
細
工
人
の
事
で
徳
川
秀
忠
か
難
色
を
示
し
た
話
や
、
額
の
飾
り
に
つ
い
て
の

記
述
も
有
り
ま
す
が
、
何
れ
に
し
て
も
佐
野
恵
作
氏
以
上
に
纏
ま
っ
た
論
考
は
無
い
よ

う
で
す
。
今
後
額
の
修
復
の
記
録
が
出
さ
れ
れ
ば
、
工
芸
的
な
観
点
か
ら
額
の
製
作
過

程
が
分
か
っ
て
く
る
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

寛永寺「瑠璃殿」勅額

増上寺「台徳院」勅額日光「大猷院」勅額
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５
．
幻
の
勅
額
門

最
後
に
下
賜
さ
れ
な
か
っ
た
有
徳
院
と
惇
信
院
院
の
勅
額
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
幕
府
は
仏
殿
へ
の
勅
額
の
下
賜
を
願
っ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な

構
造
を
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

徳
川
将
軍
家
霊
廟
は
図
に
示
し
た
様
に
、
二
天
門－

勅
額
門－

拝
殿－

奥
院
（
拝
殿
・

御
廟
）
と
い
う
の
が
基
本
的
な
構
造
で
す
。
広
橋
兼
胤
は
勅
使
と
し
て
宝
暦
十
二
年
の
三

月
に
江
戸
に
下
向
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
増
上
寺
の
惇
信
院
廟
を
参
詣
し
た
記
録
が

有
り
ま
す
。
こ
の
時
に
は
「
御
靈
屋
未
造
了
、
方
丈
ニ

假
殿
也
」
と
い
う
状
態
で
し
た
が
、

方
丈
門
に
入
り
そ
こ
で
下
乗
し
て
い
ま
す
。

此
門
假
擬
二
天
門
、
此
内
有
塀
重
門
、
是
擬

勅
額
門
、
仍
入
、
方
丈
門
と
塀
重
門
之

間
ニ
テ

下
乘
、
至
佛
殿

(

『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』)

武
家
傳
奏
と
し
て
「
勅
額
下
賜
」
に
関
し
て
の
幕
府
の
奏
請
を
扱
っ
て
き
た
広
橋
兼
胤

に
と
っ
て
も
、
徳
川
将
軍
家
霊
廟
の
構
造
は
、
こ
の
様
に
捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
し
、
勅

額
門
の
前
が
下
乗
位
置
で
有
る
の
は
当
然
の
心
得
で
し
た
。

従
っ
て
拝
殿
に
複
数
の
将
軍
が
合
祀
さ
れ
て
も
、
勅
額
門
が
一
つ
で
有
れ
ば
構
造
を
変

え
る
必
要
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
勅
額
門
を
も
う
一
つ
作
る
の
で
有
れ
ば
、
既
存
の
勅
額
門

と
の
配
置
を
考
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
勅
額
門

は
下
乗
の
基
準
に
も
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
中
途
半

端
な
変
更
は
出
来
な
い
は

ず
で
す
。

今
と
な
っ
て
は
、
「
勅

額
」
が
下
賜
さ
れ
た
場
合

に
幕
府
が
ど
の
様
な
霊
廟

の
構
造
を
考
え
て
い
た
の

か
を
窺
い
知
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
「
勅
額
」
が

下
賜
さ
れ
れ
ば
、
霊
廟
域

の
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

従
っ
て
今
は
、
ど
の
様
な
形
で
「
幻
の
勅
額
門
」
が
作
ら
れ
た
の
か
、
歴
史
の

を
楽

if

し
み
な
が
ら
考
え
て
頂
く
し
か
有
り
ま
せ
ん
。

御
手
水
処

鐘
楼

御拝殿

御仏殿

御唐門

勅額御門

御拝殿

御廟

二天門

こ
の
論
考
の
中
で
は
有
徳
院
、
惇
信
院
の
諡
号
の
出
典
や
、
入
木
道
伝
授
、
勅
額
な
ど
、

私
に
も
余
り
よ
く
分
か
ら
な
い
部
分
を
少
し
頑
張
っ
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
力
足
ら
ず
で

し
た
が
、
余
り
表
に
出
な
い
歴
史
の
断
片
を
一
緒
に
お
楽
し
み
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

(2023.6.5
)

６
．
後
日
談

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
終
え
て
改
め
て
東
大
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

「
勅
額
」
に
関
し
て
の
記
事
を
調
べ
て
み
ま
し
た
ら
、
後
日
談
と
も
い
え
る
面
白
い
記
事

に
出
会
い
ま
し
た
。『
光
格
天
皇
実
録
』
の
記
録
で
、
武
家
傳
奏
を
務
め
た
山
科
忠
言(1762

～1833
)

の
「
山
科
忠
言
卿
傳
奏
記
」
か
ら
の
引
用
で
す
。

文
化
十
四
年
二
月
十
三
日
丁
亥
晴
、

一
、
勅
額
宸
翰
御
文
字
平
松
前
亜
相
被
渡
御
額

向
ニ
有
之
旨
被
申
候
、
賄
頭
ハ

命
於
武
家
對
談
之
間
兩
人
點
檢
加
封
并
宸
翰
筥
加
封

賄
頭
江
相
渡
、
御
額
四
筥
、
都
合
八
筥
仕
立
大
略
如
左

宸
翰
四
筥
、

勅
額
桐
筥

指
眞
鍮
錠
ア
リ
、
浅
黄
羽
二
重
袱
紗
包
コ
ミ
物
等
ア
リ
、

外
筥
椵

宸
翰
唐
桑
軸
卷
紫
羽
二
重
袱
紗
包
島
桐
箱
銀
滅
金
菊

座
鐶
八
ツ
打
白
紐
總
有
外
筥
桐
□
黑
錠
前
□
ヤ
ラ
ウ
ブ
タ
上
筥
ア
リ
、

明
日
雜
掌
江
可
渡
命
了
、
十
四
日
賄
頭
ヨ
リ
兩
家
雜
掌
招
寄
各

相
渡
雜
掌
一
覧
之
上
直
令
預
置
候
、

『
光
格
天
皇
御
実
紀
』
の
綱
文
に
は
「
十
五
日
、
有
徳
院
、
惇
信
院
、
浚
明
院
、
孝
恭

院
ノ
佛
殿
ノ
勅
額
ヲ
賜
ハ
ル
ベ
ク
、
勅
額
使
ヲ
大
久
保
加
賀
守
忠

ニ
遣
サ
ル
」
と
有
り

ま
す
の
で
、
「
御
額
」
、
「
宸
翰
」
そ
れ
ぞ
れ
四
筥
が
有
徳
院
、
惇
信
院
、
浚
明
院
、
孝
恭

院(
徳
川
家
基)

の
御
仏
殿
の
も
の
で
有
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
『
史
料
稿
本
』
の
同

年
八
月
十
日
の
記
録
は
橋
本
実
久
卿
（1790

～1857
)

の
「
實
久
卿
記
」
か
ら
の
引
用
で

す
。

八
月
十
日
辛
巳
晴

今
日
關
東
使
横
瀬
侍
従
源
貞
征
、
髙
家
、

小
田
原
侍
従
忠
真
朝
臣
、
所
司
代
、

誘
引
參
院

也
、
予
為
詰
参
処
也
、
先
達
關
東
江

勅
筆
額
四
枚
被
下
候
御
礼
也
、
淳
慎
院
、
有
徳
院
、
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孝
恭
院
、
俊
明
院
等(

割
注
、
文
字
マ
マ)

、

霊
屋
額
也
、
未
下
剋
斗
於
弘
御
所
御
對
面
、
賜
御

盃
、
予
候
東
廟
、
今
日
従
關
東
進
献
白
銀
千
枚
、
巻
絹
五
十
牧
、
蝋
燭
千
挺
云
々
、

予
今
昵
近
面
會
如
例(

割
注
）

事
了
申
剋
退
出
、

〔
廻
狀
留
〕

三
月
晦
日

横
瀬
駿
河
守

代
前
田
信
濃
守

御

勅
額
之
為
御
禮
京
都
江

御
使
可
被
之
旨
於
芙
蓉
之
間
御
老
中
列
座
伊
豆
守
殿

被
仰
渡
之
、

こ
の
勅
額
下
賜
に
対
す
る
『
徳
川
御
実
紀
』
の
記
録
は

○(

二
月)

廿
六
日

勅
額
京
地
よ
り
到
着
す
。
大
番
與
頭
番
士
添
て
下
る
。

文
化
十
四
年
の
前
後
を
通
じ
て
、
勅
額
に
関
す
る
記
事
は
こ
の
記
述
の
み
で
す
。

孝
恭
院(

家
基)

が
亡
く
な
っ
た
の
が
安
永
八
年
二
月
、
浚
明
院(

家
治)

が
亡
く
な
っ
た

の
は
天
明
六
年
八
月
の
事
で
す
。
つ
い
で
に
入
木
道
の
伝
授
関
連
の
日
付
を
あ
げ
れ
ば

○
寛
政
八
年
四
月
二
十
七
日
万
里
小
路
政
房
よ
り
能
書
方
伝
授

○
享
和
三
年
三
月
十
九
日
有
栖
川
宮
織
仁
親
王
よ
り
入
木
道
伝
授

と
な
り
文
化
十
四
年
よ
り
十
年
も
前
に
勅
額
下
賜
の
条
件
は
整
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
だ

け
契
機
が
有
る
と
す
れ
ば
光
格
天
皇
が
三
月
二
十
二
日
に
仁
孝
天
皇
に
譲
位
し
て
い
る
と

い
う
点
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
勅
額
下
賜
に
関
し
て
の
幕
府
の
素
っ
気
な
い
対
応
を
ど
う
考
え
れ

ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？
勅
額
が
掲
げ
ら
れ
た
と
い
う
記
録
も
無
け
れ
ば
、
寛
永
寺
、
増
上

寺
に
下
さ
れ
た
記
録
も
有
り
ま
せ
ん
。
『
宸
翰
栄
華
』
に
も
記
録
が
無
く
忽
然
と
消
え
去

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。
勿
論
私
が
見
る
こ
と
の
出
来
る
記
録
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
公
家
や
幕
府
の
記
録
を
丹
念
に
辿
っ
て
い
け
ば
経
過
と
行
き
着
い
た
先
が
分

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
れ
に
せ
よ
、
文
化
十
四
年
に
光
格
天
皇
に
よ
り
幕
府
に
勅
額

が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
有
徳
院(

吉
宗)

薨
去
以
降
幕
府
と
朝
廷
の
間
に
有
っ
た
勅

額
下
賜
の
問
題
は
一
応
の
決
着
を
見
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
勅
額
の
大
き
さ
も
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
勅
額
門
は
や
っ
ぱ
り
幻
の
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

(2023.7.3
)
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